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1. はじめに 
今日、地球温暖化が問題となっており、主要な温

室効果ガスである二酸化炭素及びメタン濃度を測定

する日本の人工衛星GOSATが2009年に打ち上げら

れた。GOSAT には TANSO-FTS と呼ばれる温室効

果ガス観測センサーが搭載されており、このセンサ

ーの熱赤外バンド（TIR バンド）からは二酸化炭素

及びメタンの鉛直濃度分布が導出される。先行研究

で、冬季の北半球高緯度の TIR データのデータ質が

他データと比べて劣るという報告がなされている

[Holl et al., 2015]。TIR バンドから気体濃度を導出

する際には地表面射出率を与える必要がある。地表

面射出率は物質ごとに固有の値となっており、正し

い地表面射出率を設定しないと気体濃度の導出に誤

差が生じる。そこで本研究では、冬季の高緯度の TIR
バンドのデータ処理で参照されている地表面射出率

を調査した。 
 

2. 手法 
冬季の高緯度の TANSO-FTS の観測視野内には雪

氷及び海氷が存在している可能性が高いと考えられ

る。TIR バンドのデータ処理では、視野内の雪氷、

海氷情報は、Aqua 衛星搭載の MODIS（Moderate 
resolution Imaging Spectroradiometer）のプロダク

トを参照している。 
まず、TIR バンドのデータ処理で MODIS の雪氷

及び海氷プロダクトを正しく参照できているかを調

べた。TANSO-FTS のすべての観測地点で最も近い

MODIS の雪氷プロダクトの雪被覆率を抽出した

雪被覆分布、海氷プロダクトの「海氷」情報を抽出

し、TIR バンドのデータ処理で実際に使用された雪

被覆率情報と海氷分布情報と一致しているかを確認

した。 
さらに、冬季の TANSOF-FTS の観測地点で海氷

が多く存在しているハドソン湾に着目し、MODIS
プロダクトをもとに視野内に海氷が存在していると

判定された場合と海氷なしと判定された場合につい

て、TIR バンドのデータ処理で実際に使用された地

表面射出率を調べ、それぞれの場合の二酸化炭素と

メタンの導出結果の違いについて調べた。 
 
3. 結果 

MODIS の雪氷プロダクト「MYD10C1」の全球

0.05º グリッドの雪被覆率データから、MODIS の海

氷プロダクト「MYD29E1D」の全球 4 km メッシュ

のデータから、TANSO-FTS のすべての観測地点に

最も近いデータのみを抽出して雪被覆率分布及び海

氷分布を作成し、TIR バンドのデータ処理で実際に

使用された雪被覆率情報及び海氷情報に基づいて作

成した雪被覆率分布及び海氷分布と比較したところ、 
 

両者がほぼ一致することがわかった。このことから、

TIR バンドのデータ処理では、MODIS の雪氷及び

海氷プロダクトを正しく参照できていることが確認

できた。 
次に、ハドソン湾の TANSO-FTS の観測地点で、

MODIS プロダクトをもとに視野内に海氷が存在し

ていると判定された場合（2013年 1月の 401ケース）

の、TIR バンドのデータ処理で使用された地表面射

出率を調べた。この場合のすべての地表面射出率を

図 1 に、図 1 の地表面射出率を設定したときに導出

された二酸化炭素濃度を図 2 に示す。図 1 に示す通

り、398 ケースについては海氷の射出率が、3 ケース

については砂土壌（陸域）の射出率が設定されてい

ることがわかった。海氷の射出率と砂土壌の射出率

では、二酸化炭素の吸収帯（14-15μm）付近では大

きな差があるため、図 2 に示した二酸化炭素濃度の

導出結果では、砂土壌の射出率を使用した場合（赤

線）の方が、海氷の射出率を使用した場合（灰線）

と比べると濃度に明らかなバイアスがあることがわ

かった。砂土壌の射出率が設定されていた

TANSO-FTS の観測地点を詳細に調べたところ、観

測視野内には全く陸域が含まれていないことがわか

り、海上で誤って砂土壌（陸域）の射出率が使用さ

れていたことが明らかになった。また、雲の存在に

より MODIS プロダクトから TANSO-FTS の観測視

野内の海氷の有無が不明の場合は水の射出率が設定

されていることもわかった。 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
3. 今後の課題 
冬季の高緯度のTANSO-FTSのTIRバンドのリト

リーバル処理において、TANSO-FTS 視野内の海氷

の有無を別の信頼性の高い海氷分布の気候値データ

セットや衛星搭載マイクロ波放射計データの海氷情

報を併用して判断し、再処理を実施する必要がある

と言える。 
 

図 1. MODIS プロダクトで「海氷」
とされている TANSO-FTS の観測
地点の TIR バンドのデータ処理で
使用された地表面射出率（黒線：氷
の射出率、赤線：砂土壌の射出率）。 

図 2. 図 1 の射出率を用いて導出された二酸化炭素濃度（灰線：
海氷の射出率を使用した場合、赤線：砂土壌の射出率を使用した
場合、黒線：灰線の平均値）。 


